
 

３年２組 数学科学習指導案 

 

令和６年１１月２５日 

 

 

 

１ 単元名 円の性質を見つけて証明しよう 

 

２ 目 標  

  ・円周角と中心角の関係についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとと

もに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付ける。                   〔知識及び技能〕 

  ・図形の構成要素の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現

することができる。              〔思考力、判断力、表現力等〕 

  ・円周角と中心角の関係について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘

り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返

って評価・改善しようとする態度、多様な考えを認め、よりよく問題解決しよう

とする態度を身に付ける。           〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

３ 単元計画 

  第１次    円周角の定理･････････６時間 

  第２次    円周角の定理の利用･･･５時間（本時２／５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 本時の学習 

（１）題 目  円周角の定理の利用 ［第二次中２時］ 

（２）ねらい 

   ・円周角の定理を利用して、円外の一点から接線を作図することができる。 

〔知識及び技能〕 

（３）学習過程                                 

学習活動と児童生徒の主な意識の流れ 時 評価（◎）と支援（・） 

１ 学習のめあてをつかむ 

  ＜円周角の定理をどのように使うか＞ 

 

円 O の円外の点 A が与えられているとき、点

A から円 O への接線はどのように作図したら

よいか。 

 

 

２ 自分で考える 

 ・完成図を予想し、直線を引く。 

   AO を直線で結ぶ 

   AO と円の交点を通る接線を引く。 

 

３ 自分の考えを伝え合う 

 ・できあがった図を見せ合い、 

手順を説明する。 

  直径に対する円周角は９０°だから。 

 

４ みんなで考えを深める 

 ・完成した図について、円周角の定理のうち、

どの定理をどのように使ったか伝え合う。 

 

 

５ 「わかった」「できた」をまとめる 

 

６ 適用問題に取り組む。 

・教科書の問題をノートにする。 

図を完成させるには、直径に対する円周

角は90°であることを利用したらよい。 
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・課題を把握するために問題

を提示する。【ICT】 

・円周角の定理と逆の定理を

思い出すために指名する。 

 

・完成図をイメージさせるた

めに線を書き込む。 

・Aを通る接線を引かなくては

ならないことを強調する。 

 

・何のための線なのかを理解

させるために,、どのように

操作するのかを説明させる。 

 

 

◎接線の作図の方法を説明で

きる。 

（ノート）〔知識・技能〕 

 

 

・正しい用語を使うためにま

とめの文に空欄を作り、まと

めをさせる。 

 

 

・問題を理解するために図を

書かせる。 

 

 

（４）参観の視点に関する工夫点 

   ①既習事項を利用して考え、試行錯誤できるように指示をする。 

生徒が正しい言葉でまとめを書くために、用語を使う部分を空欄にする。 


